
2015年（平成27年）10月　３号

◇

8
月
8
日（
土
）
１
回
戦

早　
　

実 

６
︱

０ 

今
治
西

朝
７
時
に
球
場
に
着
い
て
、

あ
ま
り
の
観
客
の
多
さ
に
唖

然
。
炎
天
の
も
と
で
も
わ
ず
か

に
日
陰
と
な
る
レ
フ
ト
外
野
席

上
段
の
「
50
段
80
」
へ
一
目
散

に
駆
け
上
が
る
。
早
実
１
塁
側

ア
ル
プ
ス
席
は
は
な
か
ら
入
れ

ず
、
3
塁
側
ア
ル
プ
ス
席
に
何

と
か
入
っ
た
校
友
は
「
心
で
早

実
、顔
は
今
治
西
を
応
援
し
た
」

と
か
。
球
場
内
は
超
満
員
で
移

動
も
で
き
ず
、
校
友
仲
間
の
集

ま
り
は
無
理
だ
っ
た
が
、
観
戦

後
に
そ
ろ
っ
て
尼
崎
の
ス
ー
パ

ー
銭
湯
へ
。

「
汗
だ
く
甲
子
園　

湯
っ
た

り　

着
替
え
て
さ
っ
ぱ
り　

ス

ー
パ
ー
銭
湯
」

8
月
13
日（
木
）
２
回
戦

早　
　

実 

７
︱

６ 

広
島
新
庄

早
朝
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず

観
客
４
万
４
千
人
。
隠
れ
ス
ポ

ッ
ト
の
レ
フ
ト
外
野
席
上
段

へ
。
１
塁
側
の
早
実
応
援
団
席

れ
た
。
早
実
へ
の
応
援
が
集
中

す
る
ア
ル
プ
ス
席
で
の
応
援
は

格
別
だ
。
富
田
２
打
席
連
続
本

塁
打
。
清
宮
も
一
発
。
早
実
野

球
部
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
の
チ

ア
リ
ー
ダ
ー
が
乱
舞
す
る
。

「
夢
乗
せ
て　

富
田
ホ
ー
マ

ー　

白
い
虹
」

8
月
19
日（
水
）
準
決
勝

早　
　

実 

０
︱

７ 

仙
台
育
英

無
念
・
・
・
・
。

「
甲
子
園　

旅
行
代
理
店
も

大
忙
し　

経
済
効
果
」

◇

最
近
の
甲
子
園
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
の
「
ア
メ
リ
カ
ン
シ
ン
フ

が
眼
下
に
見
渡
せ
る
。
試
合
開

始
と
同
時
に
、
得
点
は
ま
だ
な

の
に
「
紺
碧
の
空
」
で
応
援
団

合
唱
。
気
合
が
入
っ
て
い
る
。

8
月
15
日（
土
）
３
回
戦

早　
　

実 

８
︱

４ 

東
海
大
甲
府

清
宮
、
加
藤
の
連
続
ホ
ー
ム

ラ
ン
で
盛
り
上
が
る
。「
紺
碧

の
空
」
が
球
場
全
体
に
鳴
り
響

く
。「つ

い
に
出
た　

清
宮
ホ
ー

マ
ー　

ベ
ス
ト
８
へ
」

8
月
17
日（
月
）
準
々
決
勝

早　
　

実 

８
︱

１ 
九
州
国
際
大
付

４
試
合
連
続
の
第
一
試
合
。

早
実
ア
ル
プ
ス
席
に
や
っ
と
入

ォ
ニ
ー
」「
狙
い
う
ち
」
で
は

な
く
、
早
実
の
応
援
は
「
コ
ン

バ
ッ
ト
マ
ー
チ
」「
紺
碧
の
空
」。

と
て
も
懐
か
し
い
。

早
実
の
学
校
仕
立
て
の
応
援

生
徒
募
集
案
内
で
は
「
東
京
出

発
、
学
校
の
補
助
込
で
ア
ル
プ

ス
席
を
含
む
旅
行
代
金
2
万
9

千
円
（
バ
ス
車
中
泊
、
帰
り
は

新
幹
線
）」。
応
援
に
来
ら
れ
な

い
生
徒
に
代
わ
っ
て
、
関
西
在

住
の
ワ
セ
ダ
マ
ン
や
ワ
セ
女
が

超
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
応
援
に
参

加
で
き
る
の
に
。
来
年
春
の
セ

ン
バ
ツ
で
実
現
で
き
ま
す
よ
う

に
。

早
実
の
１
塁
側
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
は

立
錐
の
余
地
な
し

勝
利
の
選
手
の
笑
顔
が

す
が
す
が
し
い︎

▲
校
歌
を
高
ら
か
に

熱い！熱い！

甲子園
２０１５夏

暑い！暑い！
こ
の
夏
の
高
校
野
球
は
１
９
１
５
年
に
始
ま
っ
て
か
ら
１
０
０

年
の
記
念
す
べ
き
大
会
。
そ
れ
に
早
稲
田
実
業
の
あ
の
清
宮
幸
太

郎
君
が
出
る
と
あ
っ
て
沸
き
に
沸
く
大
会
で
し
た
。
熱
気
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
酷
暑
。
大
阪
の
校
友
も
多
数
応
援
に
駆
け
付
け
、
ス

タ
ン
ド
で
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。「
応
援
団
長
」山
口
守
さ
ん（
昭

和
51
年
文
）
の
奮
戦
記
で
す
。

◀︎
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裁判の仕組みを解説する小原弁護士

裁
判
や
法
律
の
仕
組
み
な
ど

を
子
供
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う

企
画
「
早
稲
田
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
」
が
７
月
29
日
、
大

阪
市
北
区
西
天
満
の
エ
ー
ト
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
校
友
会
大
阪
府
支
部
が
昨

年
に
続
い
て
主
催
し
、
小
中
学

生
８
人
と
保
護
者
ら
が
参
加
し

た
。弁

護
士
ら
の
話
を
聞
く
だ
け

で
な
く
、
実
際
の
裁
判
を
傍
聴

し
て
法
律
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
企
画
で
、
早
稲
田
Ｏ
Ｂ
の

弁
護
士
で
つ
く
る
近
畿
法
曹
稲

門
会
と
エ
ー
ト
ス
法
律
事
務
所

の
協
力
で
開
催
し
た
。　

開
講
に
あ
た
っ
て
近
畿
法
曹

稲
門
会
代
表
幹
事
の
小
原
正
敏

弁
護
士
が
刑
事
裁
判
と
民
事
裁

判
の
違
い
や
弁
護
士
、
検
察
官

の
役
割
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
。
続
い
て
徒
歩
５
分
ほ
ど

の
大
阪
地
方
裁
判
所
へ
法
廷
傍

聴
に
向
か
っ
た
。

弁
護
士
や
校
友
ス
タ
ッ
フ
ら

の
案
内
で
２
班
に
分
か
れ
て
傍

聴
。
１
班
は
建
造
物
侵
入
、
窃

盗
未
遂
の
事
件
。
倉
庫
に
忍
び

込
ん
で
ア
ル
ミ
缶
を
盗
も
う
と

し
た
男
の
裁
判
で
、
検
察
官
や

弁
護
人
に
よ
る
被
告
人
へ
の
質

問
や
更
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う

と
す
る
証
人
尋
問
な
ど
が
緊
迫

し
た
法
廷
の
な
か
で
繰
り
広
げ

ら
れ
、
初
め
て
目
の
当
た
り
に

す
る
子
供
た
ち
は
真
剣
な
面
持

ち
で
見
つ
め
て
い
た
。

も
う
１
班
は
無
免
許
運
転
、

信
号
無
視
の
道
路
交
通
法
違
反

事
件
。
30
分
余
り
の
法
廷
が
長

く
感
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
子
供

た
ち
は
張
り
つ
め
た
様
子
で
や

り
取
り
を
見
守
っ
て
い
た
。

傍
聴
後
は
、
エ
ー
ト
ス
事
務

弁護士を囲んで懇談する参加者

所
ビ
ル
の
１
階
に
あ
る
会
議
室

の
エ
ー
ト
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

戻
り
、
小
学
生
と
中
学
生
に
分

か
れ
て
弁
護
士
に
よ
る
講
義
を

受
け
た
。
小
学
生
は
浅
井
真
央

弁
護
士
、
中
学
生
は
藤
田
沙
穂

里
弁
護
士
。
２
人
と
も
稲
門
の

気
鋭
の
若
手
女
性
弁
護
士
だ

が
、
優
し
く
語
り
か
け
、
緊
張

気
味
だ
っ
た
子
供
た
ち
も
次
第

に
気
分
が
ほ
ぐ
れ
、「
若
い
う

ち
か
ら
法
律
だ
け
で
な
く
、
い

ろ
ん
な
こ
と
に
目
を
向
け
て
幅

広
く
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
」
と

の
話
に
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

昼
食
懇
談
に
は
２
人
の
弁
護

士
の
ほ
か
、
稲
門
の
弁
護
士
も

駆
け
つ
け
、
子
供
た
ち
と
お
弁

当
を
食
べ
な
が
ら
弁
護
士
の
仕

事
の
面
白
さ
な
ど
に
つ
い
て
な

ご
や
か
に
語
っ
た
。「
お
給
料

は
い
く
ら
で
す
か
」
と
の
質
問

に
た
じ
た
じ
す
る
弁
護
士
も
い

て
笑
い
を
誘
っ
て
い
た
。

参
加
し
た
小
学
生
の
一
人
は

「
裁
判
は
ち
ょ
っ
と
怖
い
な
と

思
っ
て
い
た
け
ど
お
も
し
ろ
か

っ
た
」
と
言
い
、
中
学
生
の
一

人
は
「
弁
護
士
に
な
り
た
い
気

持
ち
が
い
っ
そ
う
強
く
な
り
ま

し
た
」
と
満
足
し
た
様
子
だ
っ

た
。

ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

開
催

を
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れ
上
が
り
、
残
暑
も
な
く
心
地

よ
い
ラ
ウ
ン
ド
を
満
喫
で
き
た

よ
う
だ
。

優
勝
の
稲
部
さ
ん
は
79
の
ス

コ
ア
で
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
も
獲

得
。
吉
川
一
三
支
部
長
か
ら
優

勝
カ
ッ
プ
を
贈
ら
れ
、「
優
勝

で
き
て
ほ
ん
と
に
嬉
し
い
で

す
。
大
会
の
幹
事
を
し
て
い
る

者
が
２
年
続
け
て
取
っ
て
し
ま

い
、
す
み
ま
せ
ん
」
と
恐
縮
し

て
い
た
。

大
会
に
は
校
友
を
中
心
と
し

た
企
業
の
み
な
さ
ま
か
ら
協
賛

品
を
多
数
い
た
だ
き
、賞
品
に
。

ホ
テ
ル
の
ペ
ア
宿
泊
券
や
食
事

券
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

百
貨
店
商
品
券
、
玄
関

マ
ッ
ト
、
キ
ャ
デ
ィ
バ

ッ
グ
、
ビ
ー
ル
、
洋
菓

子
、
カ
レ
ー
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
グ
ッ
ズ
、
ゴ
ル

フ
ボ
ー
ル
な
ど
の
ほ

か
、
同
志
社
大
商
学
部

樹
徳
会
様
か
ら
は
松
茸

と
近
江
牛
の
ご
提
供
を

受
け
、
今
年
も
豪
華
賞

品
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と
な

っ
た
。

全
員
に
賞
品
が
当
た

り
、
発
表
の
た
び
に
歓

声
が
わ
い
た
。
レ
デ
ィ

ス
部
門
で
は
薮
田
麻
夕

子
さ
ん（
平
成
４
年
法
）

が
１
位
を
ゲ
ッ
ト
。
今
回
を
機

に
ゴ
ル
フ
を“

引
退
＂
さ
れ

る
と
い
う
元
京
都
府
支
部
長
の

𦚰
巖
さ
ん
（
昭
和
42
年
商
）
は

大
阪
府
支
部
と
長
い
交
流
が
あ

り
、
大
層
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
日
、「
格
別
功
労
賞
」

と
し
て
高
級
玄
関
マ
ッ
ト
が
贈

ら
れ
た
。

順位 氏　名 OUT IN グロス ハンディ ネット

1 稲部　勝博 41 38 79 8.4 70.6 
2 竹田　雅幸 37 45 82 9.6 72.4 
3 島田　隆史 47 52 99 26.4 72.6 
4 吉村　建二 51 59 110 37.2 72.8 
5 田中　　清 41 41 82 8.4 73.6 
6 金本　基弘 41 41 82 8.4 73.6 
7 金光　秀人 44 44 88 14.4 73.6 
8 熊澤　一郎 52 48 100 26.4 73.6 
9 中尾　拓司 44 43 87 13.2 73.8 
10 尹　　聖仁 43 43 86 12.0 74.0 
11 吉川　一三 49 48 97 22.8 74.2 
12 滋野　雅之 43 40 83 8.4 74.6 
13 薮田麻夕子 52 55 107 32.4 74.6 
14 平岡　史生 44 49 93 18.0 75.0 
15 森本　　宏 44 48 92 16.8 75.2 
16 南　　美樹 46 45 91 15.6 75.4 
17 前田　　修 46 43 89 13.2 75.8 
18 池部　　亨 47 41 88 12.0 76.0 
19 森元　　泉 48 51 99 22.8 76.2 
20 林　　　仁 57 54 111 34.8 76.2 

ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
で
競
っ
た
。

優
勝
は
稲
部
勝
博
さ
ん
（
昭
和

60
年
商
）。
前
回
に
続
い
て
の

栄
冠
に
輝
い
た
。

親
睦
を
旨
と
し
、
楽
し
く
和

気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

プ
レ
ー
は
進
ん
だ
が
、
こ
こ
一

番
で
は
真
剣
プ
レ
ー
で
。
少
し

前
に
は
台
風
18
号
が
上
陸
し
、

お
天
気
も
心
配
さ
れ
た
が
、
晴

第
６
回
校
友
会
大
阪
府
支
部

ゴ
ル
フ
大
会
が
９
月
12
日

（
土
）、
池
田
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽

部
で
開
催
さ
れ
た
。
大
阪
早
稲

田
倶
楽
部
を
中
心
と
し
た
校
友

だ
け
で
な
く
京
都
や
神
戸
の
稲

門
会
、
職
域
の
関
西
不
動
産
稲

門
会
、
さ
ら
に
同
志
社
大
の
校

友
の
方
々
や
校
友
の
ご
友
人
ら

の
参
加
も
得
て
16
組
59
人
が
ダ

日　時  平成 27 年 11 月 12 日（木）
　　　  16：00 ～
会　場  大阪新阪急ホテル（大阪市北区芝田）

※懇親会会費 8,000円　
　演奏会、講演会、総会の参加は無料

〒530－8310 大阪市北区芝田 1－1－35
　 大阪新阪急ホテル３階
 TEL 06（6377）2001
 FAX 06（6377）2003

校友会大阪府支部総会

第１部 早稲田摂陵高ウインドバンド
 ＯＧ「みつばち会」
 吹奏楽演奏 16：00 ～

第２部 地域フォーラム講演会 16：30 ～
 鎌田 　薫 総長
 　「早稲田大学のめざすもの」
 松原 芳博 教授
 　「刑罰の存在理由」

第３部 校友会大阪府支部総会 18：10 ～

第４部 懇親会 19：00 ～

早稲田大学校友会大阪府支部発 行

第６回校友会ゴルフ成績

稲
部
さ
ん 

連 

覇

稲
部
さ
ん 

連 

覇

校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会

校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会

吉
川
支
部
長（
左
）よ
り
優
勝
カ

ッ
プ
を
贈
ら
れ
る
稲
部
さ
ん

松
茸
や
近
江
牛
、キ
ャ
デ
ィ
バ
ッ
グ
な

ど
豪
華
賞
品
を
手
に
喜
び
の
参
加
者
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新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か

な
宴
と
な
り
ま
し
た
。

歌
手
は
、
関
西
二
期
会
所

属
の
濱
﨑
加
代
子
さ
ん
（
ソ

プ
ラ
ノ
）
と
澤
井
宏
仁
さ
ん

（
バ
リ
ト
ン
）
の
二
人
で
、

ま
ず
、「
早
稲
田
の
栄
光
」

が
朗
々
と
歌
わ
れ
る
中
を
校

友
が
会
場
に
入
り
、
着
席
。

大
阪
早
稲
田
倶
楽
部
の
恒
例

の
倶
楽
部
祭
と
新
人
歓
迎
会

（
校
友
会
大
阪
府
支
部
共
催
）

が
４
月
11
日
（
土
）、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
大
阪
（
森
ノ
宮
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
入
会
員
13

人
を
迎
え
、
計
47
人
が
参
加
。

楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
ス
テ
キ
な
マ
ダ
ム
か

ら
元
応
援
部
ま
で
個
性
豊
か
な

新
人
さ
ん
が
揃
い
ま
し
た
。
な

ご
や
か
な
歓
談
が
進
ん
だ
懇
親

会
の
締
め
は
、
和
田
浩
孝
・
倶

楽
部
事
務
局
長
（
平
成
１
年
教

育
）
の
発
声
の
も
と
、
元
応
援

部
副
将
・
浦
和
高
校
出
身
の
新

人
阿
部
亮
平
さ
ん
（
平
成
23
年

法
）
に
よ
る
元
気
な
エ
ー
ル
指

導
で
、
思
い
っ
き
り
校
歌
斉
唱

と
な
り
ま
し
た
。

校
友
会
大
阪
府
支
部
と
大
阪

早
稲
田
倶
楽
部
共
催
の
新
年
会

を
来
年
（
平
成
28
年
）
１
月
16

日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り
、
シ

ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
（
近

鉄
大
阪
上
本
町
駅
、
地
下
鉄
谷

町
９
丁
目
駅
下
車
）
で
開
催
し

ま
す
。
恒
例
の
新
年
会
で
、
新

今
ま
で
に
な
い
趣
向
に
み
な

さ
ん
驚
く
一
方
、
迫
力
あ
る

歌
声
に
魅
せ
ら
れ
た
様
子
で

し
た
。

続
い
て
オ
ペ
ラ
「
フ
ィ
ガ

ロ
の
結
婚
」
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
マ
イ
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
」

な
ど
か
ら
の
人
気
の
歌
曲
が

披
露
さ
れ
、
最
後
は
無
伴
奏

の
校
歌
。
拍
手
は
鳴
り
止
み

ま
せ
ん
で
し
た
。

新
年
会
で
は
吉
川
一
三
・

校
友
会
大
阪
府
支
部
長
が
冒

頭
、あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
伝

統
あ
る
大
阪
早
稲
田
倶
楽
部

と
校
友
会
は
新
た
な
時
代
に

向
け
て
さ
ら
に
歩
み
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
、

兄
弟
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

両
組
織
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
一
石
を
投
じ
ま
し

た
。
乾
杯
に
続
い
て
、先
輩
、

後
輩
の
い
つ
も
の
な
ご
や
か

な
談
笑
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
ま
し
た
。
初
参
加
の
方
も

あ
り
、
紹
介
を
受
け
な
が
ら

和
気
藹
々
と
し
た
ム
ー
ド
で

楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

晴
れ
着
姿
の
女
性
を
囲
ん
で

ス
マ
ホ
で
パ
チ
リ
と
い
う
光

景
も
見
ら
れ
、
最
後
に
全
員

で
記
念
写
真
を
撮
っ
て
締
め

ま
し
た
。

春
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
テ
ー
ジ
も

用
意
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
会
費
８
０

０
０
円
（
39
歳
以
下
は
半
額
）。

申
し
込
み
は
、
校
友
会
大
阪
府

支
部
事
務
局
（
06
︱

６
３
７
７

︱

２
０
０
１
）
へ
。

と
っ
て
も
楽
し
い

倶
楽
部
祭

倶
楽
部
祭

新
年
会
の

ご
案
内

校友会事務局　一時移転　11月末～４月末
　校友会大阪府支部事務局は現在、梅田の大阪新阪急ホテル３階にありますが、同ホテルの耐震補強工事に伴
い、11月末、同じ３階の中央南側フロアの別の部屋に移転します。
　工事はホテルの営業を続けながら順次行われ、4月末には現在の事務局がある３階西側の工事を終えますが、
同じ場所に戻るのではなく、同じ西側フロアの別の部屋に移ります。
　なお、電話・ファックス、住所は変わりません。

校
友
会
大
阪
府
支
部
と
大

阪
早
稲
田
倶
楽
部
と
の
合
同

新
年
会
が
１
月
17
日
（
土
）、

大
阪
市
天
王
寺
区
の
シ
ェ
ラ

ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
で

最
多
の
１
４
０
人
が
参
加

し
、
初
企
画
の
オ
ペ
ラ
歌
手

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
、

早稲田校友会大阪府支部×大阪早稲田倶楽部　合同新年会

華
や
か
に

新
年
会


